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教　育　職　員　特　別　研　修　計　画　書


	研修者　
	　　　　　　　　　　　　印
	生年月日　　　　　年　　月　　日（　　歳）
（　　　　　年４月１日現在）

	所属・職名
	

	研修期間
	年　　月　　日～　　　　年　　月　　日（　　日間）

	研修の種類
	１．自宅特別研修（自宅から研究機関に通う研修）
２．国内特別研修（移住して研究機関に通う研修）
３. 海外特別研修（海外の研究機関において研究する研修）
※ 該当に◯をつける。（複数可）
＊「教育職員特別研修規程」第３条：
研究機関は、国内（学内の研究所等を含む）、海外にかかわらず複数指定できる。

	研修課題
	



	研修目的
(研修を行う理由）
	


















	研修期間
及び
研究機関

（*全研修期間）
（*海外特別研修の場合、研修期間は発着日とし、発着地名も記載ください。）
		1 〔研修期間〕　　　年　  月　  日　～　　　年　  月　  日（　　日間)
〔研修機関〕　　　
（発・着地名）　　　

	1.自宅  　2.国内　 3.海外　　（*◯をつける）

	2 〔研修期間〕　　　年　  月  　日　～　　　年  　月  　日（　　日間）
〔研修機関〕　　　
（発・着地名）　　　

	1.自宅  　2.国内　 3.海外　　（*◯をつける）

	3 〔研修期間〕　　　年　  月　  日　～　　　年 　 月 　 日（　　日間）
〔研修機関〕　　　
（発・着地名）　　　

	1.自宅  　2.国内　 3.海外　　（*◯をつける）




	研修計画
	






















































